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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）広葉樹を含む木材チップをソーダ蒸解する工程から排出される黒液に酸及び／又は
二酸化炭素を添加してｐＨを１～９に調整し、懸濁液とする工程、
（ｂ）前記懸濁液中に生成した不溶物を脱水・洗浄して分取する工程、
（ｃ）工程ｂで得られた不溶物に有機溶媒を添加して懸濁液とし、懸濁液中の不溶物であ
るキシラン含有物を固液分離によって分取する工程、
を含む、キシラン含量が５重量％以上であるキシラン含有物の製造方法。
【請求項２】
（１）広葉樹を含む木材チップをソーダ蒸解する工程から排出される黒液に二酸化炭素を
添加してｐＨを７～９に調整し、懸濁液とする工程、
（２）工程１で得られた懸濁液中に生成した不溶物を脱水・洗浄して分取する工程、
（３）工程２で分取した不溶物に酸を添加してｐＨを１～９に調整し、懸濁液とする工程
、
（４）工程３で得られた懸濁液中に生成した不溶物を脱水・洗浄して分取する工程、
（５）工程４で分取した不溶物に有機溶媒を添加して懸濁液とし、懸濁液中の不溶物であ
るキシラン含有物を固液分離によって分取する工程、
を含む、キシラン含量が５重量％以上であるキシラン含有物の製造方法。
【請求項３】
　前記有機溶媒が、キシランの非溶媒または貧溶媒である、請求項１または２に記載の方
法。
【請求項４】
　アルコール類、エーテル類、ケトン類、ニトリル類、アミン類、アミド類、エステル類
、脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素の１種または複数を、キシランの非溶媒または貧溶媒
として用いる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　アルコール類および／またはケトン類を、キシランの非溶媒または貧溶媒として用いる
、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　木材チップをソーダ蒸解する工程においてキノン化合物を添加する、請求項１～５のい
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ずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記黒液が、広葉樹を含む木材チップをソーダ・アントラキノン蒸解する際に排出され
る黒液である、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　木材チップが広葉樹の木材チップを５０重量％以上含む、請求項１～７のいずれかに記
載の方法。
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